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磁気と電気の双方に応答するスプリットリングレゾネータ(SRR)はメタマテリアルの標準的な

構成要素である。単独のメタアトムの機能や構造に加えて、メタアトム間の相互干渉が大変注目

されている。そういった相互干渉は Liu[1]や Sersic[2]らによって研究され、メタアトムの磁気結合

と電気結合によるものと解釈されている。SRR の LC 共鳴は電気双極子及び磁気双極子の相互干

渉により SRR 間の距離と配向に大きな影響を受ける[2-4]。そこで本研究では格子構造を維持しな

がらメタアトムの配向方向を変えて相補 SRR(C-SRR)メタアトムアレイのテラヘルツ領域におけ

る透過スペクトルを調査する。 

C-SRR はフォトリソグラフィにより、厚さ 250m の PET 基板上へアルミニウム薄膜で作製さ

れた。試料の構造と写真を図 1に示す。サンプルの大きさは 19×19mm
2である。 

図 2 に配向を変えた試料で測定された透過スペクトルを示す。200GHz 周辺のピークは C-SRR

の LC 共鳴が原因である[4]。より高い周波数のピークは C-SRR の高次共鳴により生じている[4]。

LC共鳴周波数は隣り合う C-SRR間の磁気双極子と/または電気双極子との相互干渉により約 20%

変化している。0°の回転角では LC モードへ結合できるが 90°の時にはできないので、LC 共鳴

は 90°で消失する。ピーク周波数を観測しながらギャップの角度を徐々に増加させると LC 共鳴

ピークの消失が期待できる。また、ピークは角度と共に SRR間の相互干渉の存在を意味する小さ

な周波数偏移を示す。講演では FDTD シミュレーションと比較することにより高次共鳴を含むス

ペクトル特性を議論する。 
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図 2 周期 C-SRRアレイの透過スペクトル 

LC mode 

図 1 (a) C=SRRアレイの構造、(b) 各角度の C-SRRの写真 
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